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第5回千葉泌尿器科集談会
第 426回千葉医学会例会
(昭和 40年7月3日 於千葉大学病院第一講堂〉 
1. Priapism usの1例
村上信乃，伊藤晴夫
林和一郎(教室〉 
71才の男子，来院する二目前，早朝何等の誘因
なく有痛性の陰茎持続勃起が認められた。患者は
10年来高血圧の治療中である。血液一般検査異常
なく，血清ワ氏反応陰性。
治療として陰茎海綿体切開術及び局所のヘパリン
濯流を行い，術後4週間で全治せしめた。
(追加〉 百瀬剛一(教室)
Priapismusの愁訴軽減には陰茎海綿体切聞は有
効であるが，治療後 Impotenz の出現が極めて屡
々生ずるため若年者の症例等の場合注意すべきこと
と考える。現在の段階では未だ適切なる治療法は確
立されていない。 
2. Varidase治験
三橋慎一，遠藤博志
真鍋〆祷，佐藤智則
(教室〉
本学泌尿器科患者 46名における Varidaseoral 
の使用経験であるが，投与術式は成人では 1日4錠
を分服させ各種抗生物質を併用した。
陰茎及び陰嚢における浮腫，腫脹に極的て有効で
叉化膿創の清浄，肉芽形成を促進し，全麻後の曙疾
排世困難にも 寸aridase は極めて有効で副作用も
ほとんどない。以 tの各疾患に対し 83%効果があ
った。
(追加〉 百瀬剛一〈教室)
近時経口剤がつくられた Varidaseは泌尿器科領
域ばかりではなく，一般外科領域にでも使用されて
良いものと考える。勝脱炎の治療にて抗生物質との
併用は有効である。叉当科にて腸管を使用する手術
例にては殆どが腸管癒着著しいものであるが，かか
る際l乙本剤を使用して術後腸管癒着の防止に有効で
あることを認めている。 
3. 臆耽刺杭創の 1例
長山忠雄，田中英正〈教室〉
虹門部よりの尿漏出を主訴として来院した 9才男 
子の勝脱刺杭創の 1例を紹介し，併せて 2，.3の点
から考察を加えた。
(質問〉 関谷正一(千倉〉
上下の勝脱創の処理に就て質問
(答弁〉 長山忠雄(教室〉 
尿道よりネラトン挿入留置し，勝脱頂部の創を通
して勝脱痩を設置した。 
4. 両但.IJ性 Wilms腫蕩
朝倉茂夫，梶本伸一
山崎博(教室〉
右側腹部腫痛を主訴として来院せる 1年2ヵ月，
色女児。右腎易IJ除後3カ月にて死亡。剖検により左腎
にも腫療をも認めた。肺，肝その他臓器l乙転移なき
事より，両側原発の Wilms腫蕩と推定した。組織
学的fe，右腎腫療は上皮腺管様組織と結合織より成
る未熟な Wilms腫癖であり，左腎のそれは，線
維，筋線維成分の多い Wilms腫蕩であった。 
5. 低体温麻酔下における単腎文は両側性腎疾患
の外科的処置
百瀬剛一，並木徳重郎
石川尭夫，瀬川裏
森田武人，竹尾通
(教室〉
低体温麻酔下に手術を施行することによって，腎 
l乙対する浸襲を軽減し，且つ腎血流遮断時間の延長
をはかる目的のため，我々は 10余例の両側或は単
腎の著しい機能障碍を有する患者に対し，冷却水を
